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ｷｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
開発アイテム 状況

ﾏﾃﾘｱﾙ

Ⅰ． 高周波基板材料 グラフトポリマー 有機過酸化物 市場開発

Ⅱ． LCD関連材料 ブロック酸 塗膜硬化技術 上 市

PAG変性

Ⅲ． Li二次電池固体電解質 EO、PO技術 研究開発ポリアルキレン
グリコール

電材事業開発の３本の柱
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高周波基板材料
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主骨格ポリマー（ポリオレフィン系）

グラフト化されたポリマー

グラフト化剤

白い部分：主骨格となるﾎﾟﾘﾏｰ
黒い部分：ｸﾞﾗﾌﾄ化されたﾎﾟﾘﾏｰ
直 径 ：0.3μm 以下

ER140のﾓﾙﾎﾛｼﾞｰ

1. 高いグラフト化率

2.   高分子量

3. 相分離構造

4. 優れた誘電率

5. 銅箔および銅めっきに対する

高いﾋﾟｰﾙ強度

10μm

“低誘電率・低誘電正接 材料”

高周波基板材料ーグラフトポリマーについて

⇒
熱可塑
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各種高周波基板材料の電気特性の比較
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各種高周波基板材料の比較

グラフトポリマー

（熱可塑性）

FR-4（従来品）

（熱硬化性）
テフロン

ε
電気特性

Q
◎

◎

△

○

◎

◎

３D加工性 ◎ × ×

（工程）耐熱性 ○ ◎ ◎

配線加工性 ◎ ◎ △

リサイクル性 ◎ × ×
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市場開発状況

（業界スタンダードを目指して）
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・２００５年５月２５日 日経産業新聞 『プリント基板 球面に』

・JPCAShow２００５（第35回国際電子回路産業展）への出展

①． ３D基板（世界初、共同開発 Aspocomp）

国内ユーザーからも、試作依頼あり

・各種アンテナ類 ５社
・曲基板関係 ５社
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ブロック酸
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ブロック酸（硬化触媒）技術について

ブロック酸系

non-ブロック系←

触
媒
活
性

低← 温度 →高

室温
⇒ 樹脂＋硬化触媒

一液化 可能

⇒

液晶表示関連
分野へ重点展開
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ブロック酸関連売上高推移推定
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＜指数は、０４年実績を１００とする。＞



今後のブロック酸の展開
（一液化の展開）

１．熱OC（ｵｰﾊﾞｰｺｰﾄ）剤

一液化の推進 ⇒ スピンレスコート対応

２．新規プロセス適合品

RGBﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ ⇒ IJ法、転写法

３．新規用途探索
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・ＮＯＦの独自性
・小さくてもデファクト・スタンダード

・プロセス適合性
・軽薄短小-形状自由

ブロック酸 グラフト基板 電池

電材事業の目指すところ

RGB材
・インクジェット法
・反転写法
・UV

LCD関連
総合部材メー

カー

小型デジタル家電－ DVC
モバイル関連－HP, DSC

（Ｌｉ Ｂａｔｔ．）

OC剤
スピンレスコート

・ダイコート法
・新規塗工法

・成型材料
配線可

・UWB
・ミリ波対応

新規市場の創出

電材事業の確立
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